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【研究目的]
本研究の目的は，主課題と割込み課題から成る二重課題を適切に遂行するための神経機構を単一
神経細胞レベルで明らかにすることである。また，前頭前野，運動前野，一次運動野におけるそれ
ぞれの領域の機能的特殊性と複数領域が統合的に働くための神経機構を明らかにすることを目指す。
【研究方法】
2 頭のサルに主課題と割込み課題から成る二重課題を行わせた。主課題では視覚誘導性から記憶
誘導性に変わる順序動作課題を，割込み課題では視覚誘導性の動作課題を行わせた。この課題の特
徴は，主課題遂行中に，主課題と独立した割込み課題が挿入され，その後元の記憶誘導性の主課題
に復帰することである。一連の課題を正しく行うには 割込み課題を行っている最中も主課題で行
っていた順序動作の内容を覚えておかなければならない。そのため本研究では，割込み課題遂行中
の神経細胞活動を，主課題，割込み課題がそれぞれで行う動作を因子として解析を行った。
【研究結果】
サルは 2 頭とも，割込み後に， 80%以上の割合で主課題を正しく再現し得た。まず割込み課題に
選択的な活動を示した細胞について調べた。神経細胞活動を視覚誘導性主課題遂行中と割込み課題
中とで比較すると，前頭前野では割込み課題で選択的に活動が高まる細胞が多くみられ，次いで運
動前野で多くみられた。一方，一次運動野では，そのような細胞は少数で、あった。
次に割込み課題遂行中に主課題に関する情報がどのように表現されているかを調べた口視覚手が
かり呈示期において，前頭前野では，主課題と割込み課題で行う動作の両方を表現した細胞活動が
見出された。また，運動前野では，主課題と割込み課題で行われた用いる腕及び行う動作の両方を
表現した細胞活動がみられた口これらの細胞は特に割込み課題の動作が主課題の動作と異なってい
たときに活動が高まった。一方，一次運動野では，ほとんどの細胞が運動開始直前に，直後に行う
動作に関連した活動を示した。
AUτ 円。
【考察】
前頭前野は，主課題から割り込み課題への分岐，あるいは，主課題と割込み課題に関する情報か
ら記憶しておくべき情報を選択するための注意に関与していることが示唆された。また，背側運動
前野は割込み課題中も主課題の内容を一時的に保持することが示唆された。一方で，一次運動野は，
専ら直後の動作の符号化に関与することが示された。このように，割込み課題遂行中の細胞活動に
基づいて，前頭葉を構成する領野の機能的役割を見ると，認知的な側面から身体的な側面まで階層
的に組織化されていることが明らかとなった。
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本博士論文では、主課題と割込み課題から成る二重課題を適切に遂行するための神経機構を単
一神経細胞レベルで明らかにするために，前頭前野，運動前野一次運動野におけるそれぞれの
領域の機能的差異と複数領域が統合的に働くための神経機構を明らかにすることを目指すした
研究で、あった。割り込み作業は、前頭葉障害でパフォーマンスが落ちることがあり、研究課題と
して非常に重要なテーマであるし、前頭葉の 3 領野を一つのことで比較することは機能差を
調べる上でも大変重要である。行動課題は非常に巧妙なデザインで 2 頭のサルに主課題と割込
み課題から成る二重課題を行わせた.特に割り込みの最初の細胞活動を調べた。各領野の記録部
位を図示して、さらに主要な細胞活動の分布を示すなど、機能解剖学的な詳細な記述は学位論文
としてふさわしい内容をもっている。さらに結果の考察において、領域の機能分担に関する提案
をしており、新たな視点からの前頭前野、運動前野、一次運動野の機能差は今後の前頭葉での機
能統合を理解する上で重要な基盤的データを与えたといえる。前頭前野は，高次の上位中枢とし
て働き、行動の文脈の変化を察し、運動前野は上位中枢と動作実行系を結ぶ中間的な位置づけで、
主課題と割り込み課題の交通整理に実際的に関わっていることが示唆されている。このように
割込み課題遂行中の細胞活動に基づいて，前頭葉を構成する領野の機能的役割を見ると，認知的
な側面から身体的な側面まで階層的に組織化されていることが明らかとなった.本論文は前頭葉
の新たな機能的側面を明らかにした重要な成果である。
よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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